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2023年2月6日

日本電気硝子株式会社

2022年12月期決算説明会
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本日の内容

• 2022年12月期業績概要

• 2023年12月期業績予想及び

中期経営計画「ＥＧＰ２０２６」の進捗
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2022年12月期業績概要
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連結業績のポイント

売上高

⚫ 製品価格の改定や円安、サーチャージが下支えし、前期を上回る

⚫ 販売数量は市況悪化で想定を下回る

⚫ FPD※用ガラスは得意先の生産調整の影響を受け減速した

営業利益

⚫ 原燃料価格や物流費の高騰、円安の進行等によりコストが上昇

⚫ 価格改定やサーチャージにより回収に努めるも、FPD用ガラスを中心とした

稼働率低下による原価高が大きく影響し、前期を下回る

外部環境と当社業績への影響

⚫ ロシア・ウクライナ情勢は直接の影響はないものの、エネルギーコストの

上昇など間接的に大きな影響を受ける

⚫ 中国のゼロコロナ政策では稼働に制限があったが、業績への大きな影響なし

⚫ 円安は売上を押し上げるも、コスト増により営業利益率低下

※FPD：薄型パネルディスプレイ
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連結業績の概要
（億円）

21/12期 22/12期 増減 (%)

売上高 2,920 3,246 11.2

営業利益（利益率） 327(11.2%) 261(8.1%) △20.1

営業外損益 121 78 △35.4

経常利益 449 340 △24.3

特別損益 △58 54 -

親会社株主に帰属する当期純利益 279 281 0.9

１株当たり当期純利益 290.98円 302.76円 4.0

１株当たり配当金 年間110円 年間120円 ‐

受取保険金(+48億円):主に2020年の国内事業場の停電に係るもの特別損益

為替差益(+63億円):主に海外子会社の借入に係る債権債務の評価替えによる営業外損益

22/12期の主な項目
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連結貸借対照表

（億円） 21/12末
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総資産 負債・純資産 総資産 負債・純資産

22/12末

7,479 7,479

6,981 6,981

固定資産

その他流動資産

棚卸資産

受取手形・売掛金

現金・預金

純資産

その他負債

借入金・社債・CP

支払手形・買掛金

自己資本比率

70.9%
自己資本比率

70.1%

棚卸資産：出荷減少による製品在庫の増加、原材料を中心に安全在庫の確保
固定資産：設備投資の進捗により増加
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事業分野別の状況 – 電子・情報

FPD

⚫ 2Q以降得意先の生産調整の影響で出荷数量が減少

⚫ 需要動向に合わせた生産

⚫ 中国厦門に第10.5世代の一貫生産体制を構築、

需要拡大に対応

電子デバイス

⚫ 半導体やイメージセンサ向けの需要は堅調

⚫ 電機電子用途を中心に3Q以降需要が悪化

⚫ 欧米中心に基地局用やデータセンタ用製品は好調

⚫ 自動車・医療・半導体分野での開発品の事業化が進展

（車載センサ用ガラス、半導体用サポートガラスなど）
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事業分野別の状況 – 機能材料・その他

ガラスファイバ

⚫ 自動車部品向けは3Q以降出荷数量が減少

⚫ 北米の住設用途は堅調に推移

⚫ 円安、価格改定、サーチャージが売上を下支え

医療・耐熱・建築

⚫ 医療：コロナワクチン容器向けの需要は軟化も、円安等が売上に寄与

放射線遮へい用は堅調

⚫ 耐熱：欧州ストーブ用、調理器用の需要が大幅に増加

⚫ 建築：防火設備用の需要は弱含む
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2023年12月期業績予想及び

中期経営計画「ＥＧＰ２０２６」の進捗
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通期連結業績及び配当予想

（億円）2023年12月期

上期予想 通期予想
参考

前期実績
前期比
増減(%)

中計目標
(2026年度)

売上高 1,600 3,400 3,246 4.7 4,000

営業利益 30 100 261 △61.8 450

営業利益率 1.9％ 2.9% 8.1% － 11%

経常利益 30 100 340 △70.6 －

親会社株主に帰属する

当期純利益 20 80 281 △71.6 －

配当予想(円/株) 60 120 120 － －

※想定為替レート：１ドル＝135円、１ユーロ＝135円

世界経済はインフレの加速など先行き不透明な状況が続くと見込む。
将来を見据えた新製品や新たな製造プロセスの開発、人材への投資等の
施策は手を緩めることなく着実に進める。
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原燃料価格影響

当初予想
(22/2/2公表)

実績 要因

営業利益 370 261

(－) 原燃料価格の高騰

(＋) 製品価格の改定

(＋) 円安による売上増加

(＋) サーチャージ

(＋) 生産性改善

(－) 販売数量減少

(－) 稼働率低下

△約190

+約80

2022年12月期

前期実績 当期予想 要因

営業利益 261 100

(－) 原燃料価格の高騰

(＋) 製品価格の改定

(＋) サーチャージ

(＋) 生産性改善

△約400

+約240

2023年12月期

（億円）
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事業分野別見通し

ガラスファイバ

⚫ 半導体向け製品は好調

⚫ 光関連は中国の5G通信インフラ投資の低迷が長期化

⚫ 半導体や自動車等注力市場での開発品の事業化を推進

電子デバイス

⚫ 得意先の生産調整の影響を大きく受け数量は減少

⚫ 中国の製造拠点を活用し、回復を見込む需要の獲得や

第10.5世代の拡販に努める

FPD

⚫ 自動車関連市場向けを中心に需要は徐々に回復

⚫ 機能性や付加価値を高めた製品開発を推進

⚫ 医薬用管ガラス: 年後半の需要回復を見込む

⚫ 耐熱: 需要が一巡するものの、底堅い売上を見込む

⚫ 建築: 防火設備用ガラスの拡販活動を継続

医療・耐熱・建築
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設備投資・減価償却費の見通し
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設備投資 減価償却費
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2023/12期 350億円程度（完工ベース) 

新規分野への投資、カーボンニュートラル対応、設備の定期修繕等

2023/12期 340億円程度

設備投資

減価償却費

（予想）
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中期経営計画「ＥＧＰ２０２６」の進捗

①機動的な投資

ガラスファイバ

日本で革新的な製造プロセスを導入

マレーシアに製造設備を増設、2022年4Q稼働

⇒アジアを中心とした自動車需要の増加や世界的な

風力発電用風車ブレード関連の需要増加に対応

FPD

中国厦門に第10.5世代の一貫生産体制を構築し、2022年2Q稼働

⚫事業基盤を強化し、中国市場での需要増加に対応

⚫革新的な製造プロセスの導入によるカーボンニュートラル対応と品質の向上

電子デバイス

半導体向け製品の需要拡大を見据えた設備投資が進行中

医療・耐熱・建築

医薬用管ガラスの需要拡大を見据えた能力増強が進行中
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(1) 当社の全固体電池の特徴

⚫酸化物=不燃、大気中で安定な物質、高い安全性

⚫ナトリウム使用=偏在がなく、豊富な資源

⚫広い作動温度=様々な環境で安定した作動

⚫大面積化が容易=様々なアプリケーションに適用

(2) 2022年の開発進捗

結晶化ガラス電解質を開発し、オール結晶化ガラス製
全固体ナトリウムイオン二次電池を実現

⇒性能と生産性の向上に寄与

15

中期経営計画「ＥＧＰ２０２６」の進捗

②新事業の推進
全固体ナトリウムイオン二次電池、2025年の実用化を目指し開発進行

電源
結晶化ガラス
電解質

結晶化ガラス
負極

結晶化ガラス
正極

New

宝飾ガラスinfiora®、ブライダル業界でビジネス開始

⚫ダイヤモンドに匹敵する輝きと透明度、

ダイヤモンドを超えるファイアをあわせ持つ

⚫ティアラを制作し、レンタルを開始
製品紹介ページ https://www.neg.co.jp/infiora/

https://www.neg.co.jp/infiora/
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参考資料
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通期業績の推移
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地域別・事業分野別の売上高推移

地域別売上推移 事業分野別売上推移
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キャッシュ・フローの推移
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株主還元の考え方

（注） 2017年7月1日に、5株につき1株の割合で株式併合を実施

各期を比較しやすいよう株式の分割及び併合による影響を遡及して調整の上記載

長期安定配当（20年以上にわたり減配なく、配当を維持or増配中）
▶株主資本配当率（DOE）２％以上を維持
▶自己株式の弾力的な取得

23年12月期は中間60円、期末60円を見込む
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当期の主な公表事項

公表日 タイトル

3月15日 オール酸化物全固体ナトリウムイオン二次電池を展示会初出展

4月6日 「令和３年度しが生物多様性取組認証制度」“３つ星”認証を更新

4月19日 水素-酸素バーナーを用いた燃焼技術によるガラス溶融に成功

6月17日
滋賀県立大学と産学連携の協力推進に関する包括協定の
期間延長および寄附講座の継続に合意

6月23日 5G 無線通信エリアを拡大する新製品を開発

10月19日 宝飾ガラスinfiora®、ブライダル業界でビジネス開始

11月7日 京都大学と信託方式を採用したガラス基礎研究の寄附講座開設に合意

11月8日 全固体ナトリウムイオン二次電池 ～開発成果を電池討論会で発表～

11月22日 グリーンローンによる資金調達の実施

11月28日 CSR委員会の設置を公表（2023年1月1日設置）
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日本電気硝子の概要

主要な事業内容 会社概要

社名 日本電気硝子株式会社

本店所在地 〒520-8639
滋賀県大津市晴嵐二丁目７番１号

創立 1949年12月1日

代表者 取締役会長 松本元春
社長執行役員 岸本暁

資本金 32,155百万円

従業員数 連結 6,349名（2022年12月末）

事業内容 特殊ガラス製品及びガラス製造機械の製造販売

事業場 大津、滋賀高月、能登川、
精密ガラス加工センター

営業所 大阪、東京

連結子会社 国内 10社
海外 15社
（マレーシア、韓国、中国、台湾、欧州、米国）

電子・情報

薄型パネルディスプレイ
（FPD）用

液晶ディスプレイ（LCD）用ガラス
有機ＥＬ（OLED）ディスプレイ用ガラス

カバーガラス用 化学強化専用ガラス<Dinorex®>

光関連
光通信デバイス用キャピラリー・フェルール
光通信デバイス用レンズ部品
マイクロプリズム

電子デバイス用

機能性粉末ガラス
イメージセンサ用板ガラス
小型電子部品用管ガラス
蛍光体ガラス<ルミファス®>

機能材料・その他

ガラスファイバ

機能樹脂強化用チョップドストランド
建築材料用ウェットチョップドストランド
樹脂強化用ロービング
自動車用チョップドストランドマット
セメント強化用耐アルカリ性ガラスファイバ

建築用

ガラスブロック
結晶化ガラス建材<ネオパリエ>
防火設備用ガラス<ファイアライト®>
超薄板ガラス-樹脂 積層体<Lamion®>
超低反射膜付ガラス<見えないガラス®>

耐熱用
超耐熱結晶化ガラス<ネオセラム>
調理器トッププレート用超耐熱結晶化ガラス
＜StellaShine®＞

医療用
医薬用管ガラス
放射線遮へい用ガラス<LXプレミアム>

その他
照明用ガラス
ガラス製造機械
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予想に関する留意事項

◆本資料に記載されている業績見通しは、

当社が現時点で合理的と判断する一定の

前提に基づいて作成されたものであり、

リスクや不確定要素を含んだものです

◆実際の業績は、さまざまな重要な要素に

より、これら業績見通しと大きく異なる

結果となりうることをご承知おき下さい
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（お問い合せ）

日本電気硝子株式会社
総務部広報・ＩＲ担当

TEL : 077-537-1702（広報・IR担当直通）
https://www.neg.co.jp


